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重要取組シート 

取組項目 泉北ニュータウン地域におけるスマートシティの推進 

現状・課題 

・人口減少・高齢化の進行、住宅や施設の老朽化、近隣センターにおける商業機能

の低下などにより、地域の活力低下や担い手不足などの都市課題への対応が求め

られている。 

・地形に高定差があり、円滑な移動に支障がある。 

・新型コロナウィルス感染症の影響による新しい日常への移行が求められている。 

取 組 の 

内  容 

【目的】 

・「SENBOKU New Design」に示す将来像を実現するため、「堺スマートシティ

戦略」に基づき、ICTの活用など多様な主体・領域の取組やアイデア、知見など

を統合することに加えて、新たな切り口や捉え方などをトライすることで、新た

な価値を生み出し、泉北ニュータウンにおける生活の質向上と暮らしの愉しみを

創造する。 

【取組】 

・政策企画部や南区役所をはじめ、大阪府など庁内外の関係部署と連携し、民間企

業や大学などのノウハウを取り入れ、産学公民の多様な主体の取組として事業を

推進する。 

・先導的な技術やサービスを実証プロジェクトとして実施する。 

・公的賃貸住宅の活用地や駅前、近隣センターの再整備など土地利用転換の機会を

捉え、中長期的事業と位置付けて複合的にスマートシティの取組を進める。 

・事業の推進に当たっては、ICTを活用し「ヘルスケア」、「モビリティ」、「コミュ

ニティ」、「リモートワーク」、「エネルギー」の各領域において横断的に取り組む。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ 実証プロジェクトの実施公表（4月） 

□ 実証プロジェクトの準備・実施（～7月） 

□ 中長期的事業に係る事業者ヒアリング等の実施（～７月） 

中期 

（～11月） 

□ 次年度における取組事業の検討と予算要求（～10月） 

□ 実証プロジェクトの準備・実施（～11月） 

□ 中長期的事業に係る事業者ヒアリング等の実施（～11月） 

後期 

（～3月） 

□ 実証プロジェクトの実施（～3月） 

□ 中長期的事業に係る事業者ヒアリング等の実施（～3月） 

□ 中長期的事業の実施スケジュールや体制の検討（～3月） 

次年度 

以降 

□ 実証プロジェクトの準備・実施 

□ 中長期的事業に係る事業者ヒアリング等の実施 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ デジタルプラットフォーム「giv」による実証プロジェクトの実施（7月～） 

□ アバターを活用した実証プロジェクトの実施（7月～） 

□ 中長期的事業に係る事業者ヒアリング等の実施（通年） 

中期 

（～11月） 

□ デジタルプラットフォーム「giv」による実証プロジェクトの実施（～10月） 

□ 新たな移動支援等の構築に向けた連携協定締結の公表（11月） 

□ 民間事業者等によるリモートワーク拠点の整備への支援（11月） 

□ 中長期的事業に係る事業者ヒアリング等の実施（通年） 

泉北ニューデザイン推進室 
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後期 

（～3月） 

□ 次年度実証プロジェクトの準備（1月～3月） 

□ 官民連携によるスマートシティ推進体制の検討及び調整（1月～3月） 

□ デジタルプラットフォーム「giv」実証プロジェクト結果報告とりまとめ（3月） 

□ 中長期的事業に係る事業者ヒアリング等の実施（通年） 

堺
市
基
本
計
画 

２
０
２
５ 

該当する 

施策 

4－（1）－③ スマートシティ推進による暮らしの質の向上 

重点地域における先行的な取組の実施 

寄与する 

KPI 
－ 

目標値（2025年度） 

－ 

未
来
都
市
計
画 

堺 
市 
S 
D 
G 
s 

最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
すべての人に健康と福祉を 

3 

寄与する 

KPI 
－ 

目標値（2023年度） 

－ 

 


